
知られている。

これに対して、藤原京では、天皇の住む藤原宮を中心

として広大な京域を設けた。そして条坊制の街路で区画

された京の街区に宅地を班給して、王族や中央豪族た

ちも天皇の膝元に集住させ、一代の天皇のみでなく永続

する都を作り上げたのであった。672年の壬申の乱に勝

利した天武天皇は、敗れた近江朝廷側に立った有力な

王族や中央豪族たちに対して、カリスマ的な権力を振る

えるようになった。そして、専制的・中央集権的な権威と

権力をもつ天皇制を実現するとともに、藤原京の造営を

はじめたものといえよう。藤原京には、大官大寺・本薬

師寺・川原寺・飛鳥寺などの国家的寺院をはじめ氏族寺

院などが七堂伽藍（寺院の主要な7つの建物）の偉容を

誇り、都市の荘厳
そうごん

が図られた。

藤原京では、中国の都城とは異なり、四辺を羅城の城

壁で取り囲むことはなかった。朝鮮半島の高
こう

句
く

麗
り

の平

壌や百済
くだ ら

の扶余
ふ よ

などでは京を囲む羅城が知られており、

高句麗・百済・新羅
しら ぎ

の都城は近接する古代朝鮮式山城

とセットで営まれているが、そうしたあり方とは異なるこ

とも指摘できる。

藤原宮は、天皇の居所である内裏
だいり

と、政務・儀礼の場

である大極殿
だいごくでん

・朝堂院と、大宝令（701年～）で二官八省

の官僚制が定められることになる太政官以下の官庁群

が存在した。今日で言うと、皇居と国会議事堂と霞ヶ関

の官庁街が取り込まれていたことになる。とくに、はじめ

て大極殿・朝堂院の建物に、礎石の上に柱を立てて屋

根に瓦を葺いた大陸風の最新の建築技法が採り入れら

れた。それまでの大王宮では「飛鳥
あす か

板蓋宮
いたぶきのみや

」のように瓦

葺きの礎石建物はなかなか実現しなかったのが、ようや

く整えられたのだった。もっとも、天皇の住居である内

裏については、藤原宮ののちの平城宮・平安京にいた

るまで、伝統的な掘立柱建物の技法で建てられ続けた

のであった。

ところで、この藤原京が、中国の儒教の古典である

『周礼
しゅらい

』考工記が記すところの皇帝の居所としての都城の

理念型に、そっくり当てはまる形をもつことが明らかにな

ってきた。方形の羅城に取り囲まれ、東西・南北の大規

模道路に区画された王城都市の中心に王宮を置き

（「中央宮闕型
ちゅうおうきゅうけつがた

」）、北に市場、南に社稷
しゃしょく

（祭祀場）を配す

るというのが、儒教の首都理念であった。羅城はもたな

いものの、藤原京のプランは、まさにそれを実現した姿

を示している。実は、本家の中国においても、とくに南

北朝時代以降は、北方民族進出の影響を受けて、京域

の中央ではなく北端に王城が位置する「北闕型」の都城

世界的にも珍しいといってよいだろう。その結果、多く

の人口が集積し、社会的な諸階層が存在し、流通も大

規模に展開した都市の様相が明らかになったのである。

こうして、西欧中心の立場で形成された都市概念を日

本の古代都市に当てはめるのではなく、アジア的な古代

都市の実像を、都市性・都市的要素という観点から見直

す作業が進められることになった。政治的に上から設定

された都市としての未熟さも、古代都市のアジア的な特

徴の一つとしてとらえ、客観的に都市の様相を明らかに

することがめざされるようになったのである。

2――藤原京と古代都市

藤原京（694～710年）は、幅広の直線道路が碁盤の目

のように東西・南北に走る条坊制をもち、その中央に藤

原宮を配置していた。条坊道路には、奈良盆地に7世紀

初には営まれていた南北の中ツ道・下ツ道や東西の横

大路・山田道などの幹線直線道路が取り込まれた。そし

て京域内の、北に耳成
みみなし

山、東に香具
か ぐ

山、西に畝傍
うね び

山の

三山が位置する中心部に藤原宮が営まれた。藤原京は、

天武天皇の時代に造営がはじめられ、次の持統天皇の

時代に完成して遷都が行われた。

それまで大王
おおきみ

が住み、倭の王権の中心拠点となって

いたのは、飛鳥の諸地域に営まれた「大王宮」であった。

大王宮は、一代ごとに新大王の王宮へ移転し、一代の

間に遷都することもあった。大王は、住む大王宮によっ

て「○○宮に天の下治めたまひしスメラミコト」のように

呼ばれた。そして、有力な王族や中央豪族たちは、大王

の大王宮とは別に自分たちの皇子宮
みこのみや

や邸宅を営んでい

たのであった。たとえば、厩戸王
うまやどのおう

（聖徳太子）が推古天

皇の飛鳥の大王宮から離れて斑鳩宮
いかるがのみや

（今の法隆寺）を営

んだり、蘇我氏が甘橿丘
あまかしのおか

に立派な大邸宅を営んだことが

1――日本とアジアの古代都市

かつては、日本古代史の研究において「日本の古代に

は都市はなかった」と言われた時代もあった。たとえば、

2010年に遷都1300周年を迎える奈良の都「平城京」

（710～784年）も、次の長岡京（784～794年）・平安京

（794年～）へと遷都したのち、わずか数10年後には東

大寺・興福寺の門前周辺の奈良町を除いて、そのほとん

どが水田の広がる田園地帯となっていたのであった。こ

のような「幻の都市」は、「都市」と呼ぶのに値しないと考

えられたのである。そして、王侯の宿営地的な性格をも

って上から設定されたに過ぎず、都市としての経済的基

盤や自立した都市民がみられないといった都市としての

未熟さが強調された。

しかし、平城宮跡が1964年頃から奈良文化財研究所

によって継続的に発掘調査され、また平城京跡でも同研

究所や奈良県・奈良市・大和郡山市によって精密な発掘

調査が行われるようになった。そして、その成果が積み

上がっていくとともに、古代都市の具体的な実像が明ら

かになっていった。8世紀の平城京の遺跡ほど、精密な

発掘調査による知見が蓄積されている古代都市の例は、
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向けにも、郡司に任命される儀礼で平城宮を訪れる地

方豪族や、調庸
ちょうよう

などの貢進物を都まで運んでくる諸国の

民衆たちに対して、平城宮・平城京の荘厳を見せつける

ことは、国家の精神的な全国支配のためにも必要なこと

であった。立派な宮都は、いわば支配の道具でもあった

のである。

平城宮内には東院庭園などの園池が営まれているが、

平城京域にも、離宮的性格が指摘される左京三条二坊

宮跡庭園だけでなく、貴族の邸宅に営まれた園池が多

く見つかっている。古代には、周囲に自然景観が豊富

に広がっていたともみられるが、都市生活が行われるよ

うになって、改めて白砂青松
はくさせいしょう

の自然景観を宅地内に小規

模に再現し、潤いを得ることが求められるようになった

といえよう。

4――古代都市の展開

平城京は、上から政治的に設定された都市であり、

都市としての経済的・社会的な基盤がなかったゆえに、

長岡京遷都・平安京遷都後、早々に田地化していったと

いえる。しかし、奈良時代には、10万人と推定される社

会的諸階層の人々が生活し、その生活を支える流通経

済も大規模に展開していたという都市の様相が明らか

になってきている。古代国家は、律令制度のもとで国設

の市場（東市・西市）で価格統制を行いつつ都市内流通

を掌握しようとしたが、いったん都市が自律的な展開を

みせはじめると、需給関係に応じて物価は変動するし、

8世紀後半の物価騰貴を押さえることはできず、国家に

よる流通統制は破綻していったのだった。『万葉集』の

歌や『日本霊異記
にほんりょういき

』の仏教説話などによれば、市では、

律令の規定からはずれて粗悪品・偽物や盗品の売買が

行われることもあった。都市が存在して自律的な流通の

動きがある以上、国家がそれを統制しきれるものではな

かった。

また、農村のような共同体的な関係を離れた個別的な

都市民が大量に平城京に存在するようになることも、都

市の自律的な展開といえよう。こうした都市民には、農

村から都市に流入した貧窮民や社会的弱者などもふくま

れる。

行基
ぎょうき

は、こうした都市民たちを対象に、社会事業・救

済事業を行いながら仏教を広めた僧侶であった。律令

の制度では、僧侶には寺院内で国家のために仏教を修

めることが求められていたが、行基のように、都市的な

場を背景として社会的な仏教活動を行う僧侶が出現す

ることも、自然の動きともいえよう。律令国家は、はじめ

行基とその弟子たちの集団を弾圧するが、平城京周辺

では行基のもとにすぐに1,000人もの信者たちが集まる

という状況を押さえつけることはできなかった。結局、

大仏造立事業に行基たちの協力を求めることに国家が

方針転換して、行基を大僧正に任ずることになったのだ

った。こうした行基に対する国家の対応変化の背景にも、

都市の自律的展開の姿をみることができるのではないだ

ろうか。

のちに平安京は、貴族たちも都市貴族化し、安定した

「千年の都」となっていった。もっとも、低湿な地に営ま

れた右京が早くから衰退し、人々が多く住むことになっ

た左京の方が栄えていったことが、平安貴族の慶滋保胤
よししげのやすたね

によって語られている（「池亭記
ち て い き

」982年『本朝文粋』）。実

際、9世紀には、右京にあった国設市場の西市が、交易

の場としての地位を次第に左京の東市に奪われていっ

たことを留めようとする法令がしばしば出されている。し

かし、自律的な動きをとるようになった都市の流通展開

を押しとどめることは、律令国家にもできなかった。

こうして、平安京は、左京から鴨川の東岸へと都市域

を広げ、院政期に白河の都市域ができたり、南に鳥羽の

都市域が展開するなど、朱雀大路を中軸に左右対称の

都市構成をもつ古代的な都市から変容していったので

ある。
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が営まれるようになっており、『周礼』考工記にみえる理

念型はなかなか実現していなかったのである。唐の都

の長安も洛陽も、「北闕型」の都城であった。中国では

なかなか実現できなかった儒教の理念的な都城の姿

が、日本列島において藤原京として実現したことは、興

味深い。

3――平城京の特徴

藤原京を離れて奈良盆地の北辺の四
し

神
しん

相
そう

応
おう

（四神に

相応した最も貴い地相）の地に新しく営まれた平城京は、

「中央宮闕型」の藤原京とは違い、宮が京の北端に位置

する長安のような「北闕型」の都市プランを採用している

（左京の東側北部に外京の京域が取り付く）。この変化

の原因を、702年に約30年ぶりに唐に渡った遣唐使が帰

国してきたことを指摘する説もあるが、唐の長安などの

様子は、7世紀代の遣唐使たちもすでに知っていたはず

である。古代都市としての基本的な性格は藤原京と変

わらないが、古くから飛鳥・藤原の地に根を張っていた

中央豪族たちのしがらみを切り離し、それまでの氏族

制・氏姓制を離れて新しい律令制的な官僚制を築く上

で、新しい都への遷都が求められたのであった。

平城京は、中世以降に都市として続いた興福寺・東大

寺周辺の奈良町を除いた田園地帯にその遺跡がよく残

されてきた。そして、世界的にも誇れる精密な発掘調査

の成果によって、8世紀の古代都市の実像が見えてきた

のである。史料にみられる貴族や下級官人たちの住ま

いや、発掘調査成果によって知られた街区の様子から

は、京域において階層性をもつ都市構造が指摘できる。

もともと藤原京でも皇族・貴族や官人たちに宅地を班給

したのであったが、その班給のあり方は、位階に応じて

上に広く下に狭いという土地面積に格差をつけたもの

であった。

平城京でも宅地には広狭があり、貴族たちは、大路に

取り囲まれた区画を小路で16に細分した一街区（坪）を

占めたり、左京三条二坊の長
なが

屋
や

王
おう

邸宅に至っては、4坪

分を占める広大な敷地をもっていた。その一方、下級官

人たちは、1/32坪とか1/64坪といった小面積の敷地に、

数棟の掘立柱建物と井戸などをもつに過ぎなかった。ま

た、官人の勤務先となる京北辺の平城宮に近い五条以

北の地には大面積の貴族の邸宅が並んでおり、八条・九

条といったはずれの地に下級官人たちの宅地が多く位

置したことも知られた。大路に門を開くことができるの

は三位以上の上級貴族に限られるという制度があるよう

に、邸宅・宅地の規模・構造には、位階に応じた格差が

刻印されていたのである。

平城宮の構造も、藤原宮と基本的には変わらないが、

大極殿・朝堂院地区が中央区（第一次）と東区（第二次）

とに二つ営まれ、東側に東院の張り出し部が存在するこ

となどは、異なるところである。

平城京の朱雀
すざ く

大路は、藤原京よりも格段と大規模な幅

74mの規模をもつ。また、やはり元興寺・大安寺・薬師

寺・興福寺・東大寺・西大寺など国家的な寺院の七堂伽

藍や平城宮の宮殿建物の偉容によって、荘厳されてい

た。 宮都は、外国使節に対して天皇の徳を示すために

も立派に荘厳されなくてはならなかったのである。国内
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